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主な沿革・ブランドの変遷

▶日本国内

1927年 12月
「金鶴香水株式会社」設立

1933年 4月
「丹頂チック」発売
一世を風靡する大ヒット商品となり、
企業基盤を確立

1970年 7月
男性化粧品「マンダムシリーズ」発売
発表会を開き、9品種10品目の発売を発表。
キャラクターには日本で初めて
ハリウッドスターを起用
（チャールズ・ブロンソン氏）

1971年 4月
社名を「株式会社マンダム」に変更

1980年 4月
販売店直接取引（直販）から、
代理店経由販売に移行

1982年 4月
第一次中期5ヵ年経営計画
（MPプロジェクト）スタート

1976年 3月
福崎工場竣工

1978年 5月
代理店経由販売から、
販売店直接取引（直販）に移行

1978年 7月
「ギャツビー」「スポルディング」、
業界で初の2ライン同時発売

1959年 4月
社名を「丹頂株式会社」に変更

国内売上高
海外売上高

※ 1997年以降連結会計

生活者のニーズやウォンツと
真正面から向き合い、
市場創造とともに規模を拡大
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1988年 11月
株式を店頭公開

1989年 9月
男性化粧品「ルシード」発売
業界で初めての無香料男性化粧品

1985年 3月
店頭販売初の男性用ヘアフォームを発売
3代目「ギャツビー」へと全面リニューアル

1993年 9月
無香料女性ヘアメイクライン
「ルシードエル」発売

1994年 6月
マンダム本社ビル第2期工事を終え完成

1995年 6月
西村元延、
取締役社長に就任

2001年 3月
「ギャツビー ヘアカラーシリーズ」発売
男性黒髪用ヘアカラー市場を創造

2002年 1月
東京証券取引所市場第二部に株式上場

2003年 3月
東京証券取引所市場第一部銘柄に指定

2005年 11月
国内女性化粧品自社開発第1号
「パーフェクトアシスト24」発売

2006年 8月
「ギャツビー ムービングラバー」発売
7代目「ギャツビー」へと全面リニューアル

2011年 2月
「ルシード」エイジングケア
ブランドへ全面リニューアル

2011年 8月
「ビフェスタ うる落ち
水クレンジング」発売

2013年 8月
「ギャツビー ヘアジャム」発売
ヘアワックスに次ぐ
新剤型を提案

2014年 2月
ミドル脂臭対策の
「ルシード ニオイケアシリーズ」発売

2015年 7月
大阪大学大学院薬学研究科に
「先端化粧品科学共同研究講座」を設置

2017年 4月
従来の企業理念を見直すと共に
100周年にあたる2027年での
ありたい姿「VISION2027」を策定

2003年 2月
「ルシードエル 
プリズムマジック
ヘアカラーシリーズ」発売
女性黒髪用ヘアカラー市場に参入

1996年 2月
「ギャツビー フェイシャルペーパー」発売
新たなグルーミングを提案

1999年 3月
「ギャツビー」が男性化粧品
ブランドとしては業界初の
100億円の売上を突破
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主な沿革・ブランドの変遷

▶海外展開
1969年 11月
インドネシア・ジャカルタ市に合弁による
現地法人 P.T.Tancho Indonesiaを設立
（現・連結子会社 PT Mandom Indonesia Tbk）

1982年 10月
インドネシアで
女性化粧品「ピクシー」発売

海外売上高
国内売上高

※ 1997年以降連結会計

アジアに特化したグローバル展開で、
各国の生活者のためのおしゃれを提供

1958年 4月
フィリピン・マニラ市にて
海外事業の第一歩となる技術提携会社、
丹頂コーポレーションが稼働
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2001年 3月
PT Mandom Indonesia Tbk 
チビトン工場稼働

2012年 3月
インドにてMandom Corporation
（India） Pvt. Ltd.設立（連結子会社）

2015年 1月
ベトナムにてMandom Vietnam 
Company Limited設立（連結子会社）

2017年 4月
「ビフェスタ」を
グローバルブランドに設定

2015年 6月
PT Mandom Indonesia Tbk 
新工場・本社稼働

2013年 12月
PT Mandom Indonesia Tbk 
年間売上高2兆ルピア達成

2014年 5月
インドネシアで男性ヘア
スタイリング「ギャツビー 
スタイリングポマード」を発売

2002年 5月
アジア地域で「ギャツビー」
「ルシードエル」の水平展開を
スタート

2003年 10月
PT Mandom Indonesia Tbk 
「インドネシアEVA（経済的付加価値）優良企業賞」を受賞
（’04、’05、’06年にも受賞）

2007年 12月
PT Mandom Indonesia Tbk 
年間売上高1兆ルピア達成

2008年 5月
中国にてMandom China Corporation設立
（連結子会社）

1990年 4月
タイにて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom Corporation（Thailand） Ltd.）

1993年 9月
P.T.Tancho Indonesia Tbk 
ジャカルタ証券取引所
（現・インドネシア証券取引所）に上場

1993年 9月
インドネシアで女性コスメタリー
「ピュセル スプラッシュコロン」を発売

1995年 2月
インドネシアで女性コスメティック
「ピクシー ツーウェイケーキ」を発売

1997年 1月
マレーシアにて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom（Malaysia） Sdn. Bhd.）

1999年 8月
韓国にて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom 
Korea Corporation）

1996年 12月
中国にて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Zhongshan City Rida Cosmetics Co., Ltd.）

1992年 2月
フィリピンにて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom Philippines Corporation）

1993年 7月
香港にて現地合弁会社スタート
（現・持分法適用関連会社 Sunwa Marketing Co., Ltd.）

1994年 11月
インドネシアで男性ヘアスタイリング
「ギャツビー ウォーターグロス」を発売
幅広いサイズバリエーションで展開し、
小袋タイプを中心に生活者に浸透

1987年 11月
インドネシアで女性コスメティック
「ピクシー モイスチャー
リップスティック」を発売

1988年 2月
シンガポールにて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom Corporation
（Singapore） Pte. Ltd.）

1989年 12月
台湾にて現地合弁会社スタート
（現・連結子会社 Mandom Taiwan Corporation）
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